
パ
ピ
エ
プ
リ
エ 02
：
瀧
口
修
造
と
荒
川
修
作
／
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ―

書
簡
ま
た
は
余
白
と
空
白

【1部】

13:00–13:20：久保仁志

13:20–13:40：本間桃世、松田剛佳（荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所）

13:40–14:00：塚原史

14:00–14:20：桑田光平

【休憩】

14:20–14:40

【2部】

14:40–15:00：平倉圭

15:00–15:20：山本浩貴（いぬのせなか座）

15:20–15:30：八木宏昌（富山県美術館）「富山県美術館瀧口ルーム（展示室6）の紹介」

15:30–16:00：ディスカッション

2024年12月7日、13時–16時、慶應義塾大学三田キャンパス東館6階G-Lab
主催：慶應義塾大学アート・センター
協力：荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所、Reversible Destiny Foundation

富山県美術館

登壇者：

久保仁志｜司会

桑田光平

塚原史

平倉圭

本間桃世、 松田剛佳（荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所）

山本浩貴（いぬのせなか座）

瀧口修造研究会メンバー

し
か
し
私
は
気
ま
ま
に
、
頑
固
な
ほ
ど
に
、
文
字
で
も
な
く
絵
で
も
な
い
、
ひ
と
つ
の
空
所
か
ら
の
使
い
を
愛
し
て
い
ま
す
。
／
そ
の
「
空
所
」
と
は
な
に
か
。
い
ま
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
紙
の
上
の
線
の
軌

跡
が
語
る
の
に
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
。

空
虚
﹇Void
﹈、
無
﹇Nothingness

﹈、
空
っ
ぽ
﹇Emptiness

﹈、
白
紙
﹇Tabula Rasa

﹈、
真
空
﹇Vacuum

﹈。
こ
れ
ら
の
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
、
私
た
ち
が
「
空
白
﹇Blank

﹈」
の
観
念
に
よ
っ
て

示
そ
う
と
す
る
こ
と
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
。
／
ま
ず
第
一
に
、
開
か
れ
た
状
態
を
保
つ
と
い
う
意
味
で
、「
空
白
」
は
何
よ
り
も
中
立
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。「
空
白
」
は
分
化
さ
れ
な
い
が
、
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
。だ
か
ら
無
で
は
な
い
。「
空
白
」は
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
る
。だ
か
ら
空
虚
で
は
な
い
。「
空
白
」は
お
そ
ら
く
独
自
の
作
用
法
則
を
有
す
る
。し
た
が
っ
て「
空
白
」そ
の
も
の
は
白
紙
で
は
な
い
。

「
空
白
」
は
空
っ
ぽ
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。「
空
白
」
は
真
空
が
何
で
あ
る
に
せ
よ
、
真
空
を
引
き
寄
せ
た
り
、
養
い
は
す
る
だ
ろ
う
が
、
真
空
と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

詩
人
、
展
覧
会
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
美
術
批
評
家
、
造
形
作
家
と
多
様
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
瀧
口
修
造

（
1
9
0
3–

1
9
7
9
年
）
は
荒
川
修
作
（
1
9
3
6–

2
0
1
0
年
）／
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ（
1
9
4
1–

2
0
1
4
年
）

と
多
く
の
書
簡
を
や
り
と
り
し
て
い
た
。
両
者
の
文
面
に
は
多
く
の
取
り
消
し
、
書
き
直
し
、
補
記
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
手
書
き
の
手
紙
と
い
う
性
質
上
、そ
れ
ら
は
単
な
る
訂
正
の
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、積
極
的
な「
余

白
﹇m
argin

﹈」
へ
の
介
入
、
ま
た
は
「
空
白
﹇blank

﹈」
の
構
築
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
実
際
両

者
と
も
に
自
ら
の
作
品
に
取
り
消
し
、
書
き
直
し
、
補
記
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
瀧
口
は
「
余
白
」
と
い
う

概
念
を
、
荒
川
修
作
／
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
は
「
空
白
」
と
い
う
概
念
を
作
り
上
げ
た
。
瀧
口
は
主
に
『
余

白
に
書
く
』
を
通
し
て
、
荒
川
／
ギ
ン
ズ
は
諸
作
品
と
『
死
な
な
い
た
め
に
』（
1
9
8
8
年
）
を
通
し
て
。
一

見
似
て
い
る
こ
の
二
つ
の
概
念
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
手
紙
を

通
し
て
現
れ
て
く
る
瀧
口-

荒
川
／
ギ
ン
ズ
の
諸
問
題
、
そ
し
て
「
余
白
」
と
「
空
白
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

*お問い合わせ：慶應義塾大学アート・センター
03-5427-1621｜http://www.art-c.keio.ac.jp/news-events/event-archive/papier-plie_2024/
シンポジウムの内容は急遽変更になる場合があります。HPをご確認下さい。

パピエプリエ：〈パピエプリエ［papier plié］〉とは、瀧口が「手づくり本」に準ずるも
のに付けた名称である。直訳すると「折り畳まれた紙」だが、折紙を指す場合もある。
『シュルレアリスム簡約辞典』（1938）の「美しい死骸」の項目に、次のような説明が
ある。「いく人かの人間に、一句乃至はひとつのデッサンをかかせることでなりたつ、
パピエプリエの遊び。」（アンドレ・ブルトン、ポール・エリュアール編『シュルレア
リスム簡約辞典』江原順訳、現代思潮社、1976年、6頁［初版1971年］。原文を参照し
つつ一部訳語を変更した。）。遊びの最中、前の人が書いた／描いたものは折り畳まれ
て隠され、次の人は見ることができない。

―

瀧
口
修
造
『
余
白
に
書
く
』
み
す
ず
書
房
、
1
9
6
6
年
、
42
頁
。

―

荒
川
修
作
／
マ
ド
リ
ン
・
ギ
ン
ズ
『SPACE AS INTENTION

』
ギ
ャ
ラ
リ
ー
た
か
ぎ
、
1
9
8
3
年
、
英
文
の
p.1
よ
り
訳
出
。


